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「少子・長寿化による地域の消費への影
響」

岩見沢市の基本情報
人口（2015年10月） 84,499 人
全国順位 333 位 (1741市区町村中)
増加数（2010～2015） -5646 人
増加率（2010～2015） -6.3 %
面積 481.02㎢
人口密度 175.7人／㎢

出典: 人口平成27年国勢調査(総務省)

和歌山市の基本情報
人口（2015年10月）364,154人
全国順位56位（1741市区町村中）
増加数（2010～2015年）－6210人
増加率（2010～2015年）－1,6％
面積 210,31㎢
人口密度 173.1人／㎢



(1)今ある資産を活かし、将来に必要な投資
を呼び込む
(a)駅前商店街の最大活用
(b)単発事業から通年事業へ
(c)ニセコマネーを呼び込む工夫を！

（２）商店街機能の見直し
(a)近隣型商店街こそ、地域の中核拠点
(b)地域コミュニティを活性化
(c)都市圏の学生を地方に呼び込め

①少子・高齢化の進展
地域商業の衰退

→商店街の散在化・空き家増加
→利用客の減少
→若者のアルバイト先すら喪失
→若者の都市への流出

②若者の集う場所、若者が好む場所の喪失
→少子化進展がレジャー産業の衰退を招く
→集客能力の高いJR駅前の再開発
→地元商店街の再生
→消えた北海道新幹線延伸を復活させよう
→資金力豊富の外資を誘致する取り組みを

私たちの政策提言 政策提言根拠

2

「少子・長寿化による地域の消費への影響」
・地方の人口減少は、止まっていない。
・堅実な高齢者消費はいつまで続くのか？
・「人生100年時代」とはいえ、たかが７万人。
・都市への人口集中、若者の地方流出は、
地域経済をさらに疲弊させる。
・バックキャスティングの考え方を導入し、今こそ
中小都市の再生化に乗り出すべきだ。



出典；国勢調査、「日本の地域別将来推計人口(H30(2018)年3月推計」
国立社会保障・人口問題研究所

岩見沢市 2045 年推計
人口 47,586 人
年少人口割合 8.0 %
生産年齢人口割合 42.3 %
老年人口割合 49.7 %
後期老年人口割合 31.0 %
年少人口指数 18.8 
老年人口指数 117.5 
従属人口指数 136.4 
老年化指数 624.4 

岩見沢市に着目する理由
①北海道の中核都市、札幌市から近郊都市
②空知管内の中心でありながら、人口面では
札幌市、江別市に劣る。
③岩見沢市には大学が1校、江別市には大学が

4校と学生等の若者が移住、定住するインフラ
がある。
④日本遺産「炭鉄港」ブランドを有する1都市
⑤観光都市とはいえないものの、潜在的な観光
資源を有する。

人口推移は、2020年にはもはや1980年代の水準以下
2020年から加速度的に人口減少が進む。これを危機
として行政、住民、地域はとらえるべき。

岩見沢市の将来人口の推計



岩見沢市
2015年84,499人
2020年78,591人
2019年10月現在

岩見沢市周辺地域には、江別市を除き、大学はないため、近隣地域の高校生の大学進学は、必然的
に札幌市、岩見沢市、江別市に流れる傾向にある。
しかし、人口減少は、岩見沢市、江別市でも2020年以降加速している。
これをどうみるか？ 原因はどこにある？

①高齢化の加速？
②少子化の加速？
③大学入学者数の大幅減少？
④人口減少による影響？
⑤地場産業への就職機会の減少？

岩見沢を取り巻く周辺地域

江別市
2015年120,636人
2020年116,429人
2019年10月現在

美唄市
2015年23,035人
2020年20,254人
2019年10月現在



江別市「江別市人口ビジョン」平成27年10月p.9より引用

高齢化率が進行がはやり加速。
北海道の平均高齢化率よりも岩見沢市、
江別市は高い水準で進行している。

高齢化率が30％を超えると、危険水準。
人口減少率が加速する。
高齢化率を引き上げるには、若者の移
住、定住の促進が欠かせない。

大学が立地する地域においても高齢化率の高水準化は危険
であることを認識する必要がある。

…大学入学による転入増もあるが、大学生の就職による市
外転出が大きく、市内定住に結び付いていないことが推察
される。もっとも江別市内4大学の学生数も2004年を境に
大きく減少傾向にある。若者の地域転入の力も弱まってい
る。

江別市4大学の入学者数の推移(1997-2013年）



出生率の著しく低下。
岩見沢市、江別市ともに出生率は、低水準。
人口増に成功している千歳市は1.50を維持。
岩見沢市、江別市は1980年代の1.50レベルの
引き上げに失敗している。

【出典】総務省「経済センサス－基礎調査」再編加工、
総務省・経済産業省「経済センサス－活動調査」再編加工

岩見沢市の産業特性の考察
①卸売業、小売業の比率が最も高い。
→消費経済がこの分野に依存している。
→人口減はこの分野に大きな損失をもたらす。
②生活関連サービス業、娯楽産業も一定水準
→若者による需要に支えられてきたことを示す。
③不動産、物品賃貸業も一定水準。
→空き家・空き店舗問題を抱えているものの、
一定の需要があることを示している。
④宿泊業・飲食サービス業、建設業の比率が高い。
→観光需要の促進、観光関連、住宅関連の需要が
高まると地場に還元される可能性が高い。

→消費経済の観点からすれば、ねらい目は、
宿泊業・飲食サービス業、建設業の活況インフラ
を視野に入れるべきと考えられる。



高齢者消費はこの先も期待できるのか(1)
万円

２００５年６月、参議院「経済のプリズム」第７号、
三瓶朋秀氏は、すでに高齢者消費の限界と
将来の高齢者消費について警鐘を鳴らしていた。

これまでわが国は、旺盛な高齢者の消費により、日本
の地方経済の消費は大きく支えられてきた。

その背景は高齢者ほど高くなる資産残高に加え、月々
の勤労所得の大部分を消費に回す傾向があるため。
資産を取り崩しての可処分所得以上の消費性向。
平均寿命を超えて貯蓄が形成されている可能性がある。

しかし、1980年代ですでに現在の若者世代が、高齢者
が若者世代で行っていた金融資産の形成が出来ず、同
様の貯蓄が出来なくなっていることを指摘。

①

②

③



高齢者消費はこの先も期待できるのか(2)
これまでわが国は、旺盛な高齢者の消費により、日本
の地方経済の消費は大きく支えられてきたというが・・・。

高齢人口の伸びは2020年以降、鈍化
一方、若年人口は加速度的に減少
2000年以降、単独世帯の増加、2030年以降、横ばい
2015年以降、夫婦と子世帯数の先細り
1990年以降、高齢者の単独世帯の急拡大
高齢者消費で地方経済が維持できると考えるのは早計

②

出典：「国土の長期展望」中間とりまとめ概要（平成23年２月21日国土審議会政策部会長期展
望委員会）

出典：「国土の長期展望」中間とりまとめ概要（平成23年２月21日国土審議会政策部会
長期展望委員会）

高齢者の都市への流入・転入が急増
医療施設が充実した地域への転入と考えられる。

↓

出典：札幌市まちづくり政策局政策企画部「統計からみた札幌市の高齢者」平成30年9月
より



岩見沢市、江別市も周辺地域から転入はあるものの、
若者が札幌市に大幅に転出する傾向にある。
※美唄市の例：転入 札幌市393、岩見沢市186

転出 札幌市884、岩見沢市527

期待される将来の高齢者消費者の予備軍(若者）も
都市部に移動している。
地方は、都市部での二極化現象ではなく、間違いな
く高齢化率高位地域に移行していく。

江別市と札幌市、その他地域への通学者の流入、流出の状況で
あるが、江別市から札幌市への転出数は24,103人と圧倒的な数

江別市「江別市人口ビジョン」平成27年10月p.9より引用
出典：札幌市まちづくり政策局政策企画部「統計からみた札幌市の高齢者」平成30年9月
より

都市部においても二極化現象（高齢化率高位地域、高齢化
率低位地域）に分かれている。
高齢化率低位地域においても周辺地域からの若者流入・転入
によりそれが実現している地域があると考えるべき。



岩見沢市「総合戦略」概要版(2017)

岩見沢市の対策をみてみよう。
①学生等の若者の転入促進、転出抑制にかかる目に見える政
策が弱い。
→人口流出最大地域、札幌市への対抗姿勢がみられない。

②地域の消費喚起、他地域からの消費喚起に結び付く政策が
他の地域に比べて、あまり目立った特徴がない。

高齢化率低位地域への対策が必要
全く別の視点から考えてみては？

外国人観光客増、外資による意欲的な投資で活況に満ちてい
るニセコ・経済循環モデルに着目。

ニセコの高齢化率… 28.3 札幌市の高齢化率…  26.2
倶知安の高齢化率… 25.3 江別市の高齢化率…  29.4
和歌山県の高齢化率… 32.０ 岩見沢市の高齢化率…34.2

札幌市はニセコよりも下回っているが、これから高齢化が急速に進む

出典：住民基本台帳人口
注）平成30年(2018）年1月1日現在、ここでは65歳以上を高齢者として扱う

地方行政の政策のベクトルは？
●高齢化率高位地域を想定した政策が前提になってい
るのではないか。
●高齢化率高位地域からの脱却を図る十分な政
策が出されているといえるのか。



倶知安町の人口推移・推計
出典：総務省国勢調査及び国立社会保障・人口問題研究所将来推計人口、
総務省住民基本台帳に基づく人口より。

ニセコ町の住民1人当たり個人所得

真狩村の住民1人当たり個人所得

倶知安町の住民1人当たり個人所得

倶知安町の地域経済循環率は93.3%
民間消費も調達も地域で循環している。
周辺地域にも恩恵があり、周辺地域(ニセコ町、真狩村等）に
も個人所得の向上がみられる。



ニセコ、倶知安を含む
後志（しりべし）

管内の外国人観光客宿
泊延数は、右肩上がり
に上昇。2018年時点で
119万人を超えた。
旅行客は、中国、香港、
オーストラリア、韓国、
台湾の順に多く、富裕
層の外国人（香港、中国、
オーストラリア、台湾人）
の多くは、倶知安、ニセコ
に滞在する傾向にある。

出典：後志総合振興局「平成30年度 後志総合振興局管内訪日外国人宿泊数調査の概要」2017年6月



ニセコ・経済循環モデル
ニセコエリアの魅力の維持・発展に
より、継続的に投資資金を呼び込み
つつ、ホテル・コンドミニアムを活
用しながら地域経済への波及効果を
生み出す

地域経済循環強化の視点（５つ）

①“稼ぐ力”を持つ産業はどこか、稼ぐ力を伸ばすことは可能か
→潜在性
②産業連関性の高い産業はどこか、連関性を高めることは可能か
→地域の産業構造
③雇用力が高い産業はどこか、雇用力を高めることは可能か
→地域の産業構造
④圏内のどこで観光消費をしているか、消費拡大の阻害要因はなにか
→地域の産業構造、流動人口動態
⑤圏内に流⼊する投資の規模はいくらか、投資をいかに継続させるか
→実態経済が望ましいが、発想の転換、戦略の方向転換で
可能性は開かれる。

※ニセコ観光圏は、圏外から民間投資等の資金が流⼊しているが、圏
外労働力の活用による圏外分配と圏内住民の圏外消費により、資金
が流出している

→これを岩見沢に当てはめてみる。

出所）ニセコ町「地域経済循環強化戦略」平成29年(2017)3月引用



岩見沢に当てはめてみる
地域経済循環強化の視点（５つ）

①“稼ぐ力”を持つ産業はどこか、稼ぐ力を伸ばすことは可能か
→観光促進で、宿泊業・飲食サービス業、建設業を活性化
②産業連関性の高い産業はどこか、連関性を高めることは可能か
→宿泊業・飲食サービス業、建設業を活性化で卸売業、小売業も
活性化する。

③雇用力が高い産業はどこか、雇用力を高めることは可能か
→宿泊業・飲食サービス業、現状は厳しい
④圏内のどこで観光消費をしているか、消費拡大の阻害要因はなにか
→
→札幌圏での消費／札幌からの通勤圏・通学圏／人口減少
⑤圏内に流⼊する投資の規模はいくらか、投資をいかに継続させるか
→ニセコ・経済循環モデルを適用するならば、外国人観光客需要の
促進と外資の導入により、地域開発を進めるべき

何をすべきか？(フォアキャスティングの視点）
①今ある地域・観光資源を使い、外国人観光客の注目・関心
高める工夫。外国人富裕層にも着目されるまちづくり。

②地域コミュニティ促進で、観光客受け入れ態勢をつくる。
「Welcome IWAMIZAWA」の住民意識促進

何をすべきか？(バックキャスティングの視点）
①北海道新幹線の札幌～旭川延伸計画が白紙→復活
→2039年までに実現(20年後の未来）
→グッドデザイン賞受賞の岩見沢駅に、新幹線の駅を併設。
→札幌圏、旭川圏からの人口流入、消費拡大を図る。
②外資の投資環境を整備し、ホテル・コンドミニアム建設需要拡大
→ニセコ、小樽、札幌、岩見沢、旭川をつなぐ道央経済循環モデル
の実現(2039年）



少子・長寿社会からの脱却につながる施策(案）
(長期課題）
北海道新幹線札幌～旭川延伸計画の再開に向けた努力が大切
(短期課題）
→岩見沢駅、岩見沢の存在価値を高める
(1)駅前商店街の賑わい創出、再生（資源活用）
→外国人観光客の関心・富裕層への関心向上
(2)外資の投資意欲の掘り起こし
→町あげての未来都市創造のベクトル合わせ
(3)地域コミュニティの創出と定着・強化

岩見沢市に観光で稼ぐ力はあるのか
■市内宿泊施設の定員稼働率

定員稼働率
(民泊除く）

38.9%

37.2%

36.5%

35.3%

38.7%

44.3%

43.8%

43.8%

53.9%

52.1%

49.4%

47.4%

年度

H30

H28

H29

H19

H20

H21

H27

H22

H23

H24

H25

H26

岩見沢観光協会提供情報(2019)によれば、

岩見沢の観光需要変化
全体としての観光需要は低下、しかし、近年、外国人観光
客は増加傾向。
宿泊観光客も増加傾向にあり、潜在的な可能性は十分ある。
市内宿泊施設の稼働率にも余裕がみられる。



●岩見沢市に求められるのは単発型イベントではなく、定期的イベント。
●単発型イベントでは、ニセコ富裕層に注目される仕掛けを。情報発信の強化
●駅前商店街を活性化せよ。市街地まちなか活性化政策を見直しすべき
●チャレンジショップの活性化、1年単位の助成ではなく、１～３か月単位での助成
を

タイプ別商店街の特徴
①近隣型商店街 (51.4%)→岩見沢市の駅前商店街
平均店舗数42.5店／年間総事業予算50万円未満(22.0%)

②地域型商店街 (35.7%)
平均店舗数54.2店／年間総事業予算50万円未満(15.8%)

③広域型商店街(5.1%)
平均店舗数87.1店／年間総事業予算500万円以上1,000万円未満(17.2%)

④超広域型商店街 (2.2%)
平均店舗数132.8店／年間総事業予算5,000万円以上(20.9%)

※平均空き店舗率（%）＝
１商店街あたりの空き店舗率（商店街の空き店舗数／商店街の全店舗数）の平均値
どのタイプの商店街も平均空き店舗率は10％程度

■近隣型商店街の定義
最寄品中心の商店街で地元住民が日用品を徒歩又は自転車等に
より買い物を行う商店街
■商店街の将来の展望(地元住民、行政施策の姿勢）については、
「高齢者に対応した取組を充実させていきたい(46.7%)」
「地域の核としての魅力を高める取組を充実させていきたい
(42.7%)」
「後継者や担い手を育成する取組を充実させていきたい
(34.0%)」 中小企業庁の平成27年度商店街実態調査

近隣型商店街の場合
「高齢者に対応した取組を充実させていきたい」が一般的。
岩見沢駅前商店街も例外ではない。→これを改めるべき。
目指すべきは、「地域の核としての魅力を高める取組を充実」

出典：岩見沢市観光協会調べ(2019)

岩見沢市の単発型のイベント開催月
7 月、野外ライブ「JOIN ALIVE」、いわみざわ彩花まつり
8 月、きたむら田舎フェスティバル、くりさわ農業祭、

トレイルラン、岩見沢、岩見沢百餅祭
9 月、いわみざわ情熱フェスティバル
10月、岩見沢まちあそび人生ゲーム
2 月、岩見沢ドカ雪まつり

…外国人観光客の消費を取り込むなら8月、2月に大きな仕
掛けをすべき。それに向けた広報、宣伝活動の強化が必要



岩手県雫石町はトラック市を開催して活性化に成功させたう
ちの１つである。開催日は毎月第１日曜日で行われており地
域の貢献に繋がっている。宮崎県もトラック市を開催してい
る都市ではあるが、必ずしも成功を収めるわけではない。

荒廃した商店街の活性化術

宮崎県川南町

かつて商店街があったところで開催することで、
商店街の機能は維持される。
移動式商店街により、高齢者の消費も喚起できる。

交流も生まれ、またチャレンジショップの活性化
につながる。



まとめ
本研究では、少子・長寿化による地域の消費への影響について、北海道
の大都市、札幌市の近郊にある中位都市、岩見沢市や江別市（大学所在
都市）に着目し、少子化、高齢化時代の消費の在り方を探り、その上で、
SDGsの中心的思考、バックキャスティングに基づき、今やるべき政策提
言を行った。

従来の地方行政施策はとかくフォアキャスティングに基づく政策立案に
偏る傾向にあると考える。バックキャスティングで将来の地域の未来を
見通せば、今ある地域資産の価値が変わる。岩見沢市の事例では、まだ
地域の未来を明るくする可能性が残されている。

少子・長寿化による地域（消費)経済は、外国人観光客の誘致、積極的投
資環境の整備も視野に入れていく必要がある。


